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１ はじめに 

2007 年 4 月から今回の企画展示の資料調査を

始めた。しかし、実質的には数年前からぜひ紹介

したいと考えていた資料があり、これを機会に借

用をお願いしてみたら快諾をいただいたという経

緯がある。これに力を得て「ものづくり」に関す

る企画展の実現を目指した。 
 今回の企画展は資料調査の条件として「ものづ

くり」の中の機械技術という大きな枠があったが、

その資料はその条件に合っていた。機械技術製品

を通して「ものづくり」の素晴らしさを一般の人々

に伝え、その関心を高めるために、見るだけでな

く触れたり、動かしたり、できるような体験展示

をできるだけ多く取り入れたいという思いが強く

あった。なぜなら、そういう展示資料でなければ

「ものづくり」製品の持つ素晴らしさが伝わりに

くいと思っていたからである。 

この企画展の実現に向けて踏み出していくき

っかけとなったこの資料との出会いから展示まで

の経緯を述べることは、この企画展全体への取組

を語ることになるだろう。 

 

２ 出会いから展示までの経緯 

（１）資料との出会い 

 アイシン・エィ・ダブリュ㈱の無動力搬送台車

が今回の企画展の実現を目指すきっかけとなった

資料である。ぜひ紹介したいと思っていた。この

資料との出会いは 4,5年前だった。テレビを見て

いたら、無動力搬送台車が 80ｋｇもある自動車の

オートマチックトランスミッションを次のライン

まで運び、電気エネルギーを使うことなくバネの

力で戻ってくる映像が流れた。非常に興味深く思

い、強く印象に残った。 

今回の展示を企画していくに当たって無動力

搬送台車を思い出した。2007 年 5月、改めて調べ

てみたら、第１回「ものづくり日本大賞」特別賞

を受賞していた。「ものづくり日本大賞」とは、日

本の文化や産業を支えてきた「ものづくり」を継

承・発展させ、携わる人材の意欲を高め、その存

在を広く世の中に伝えるために政府が総理大臣表

彰制度として 2005 年に創設したものだ。その中で

無動力搬送台車は高く評価されていたので一層強

く紹介したいという思いが強くなった。 

関連して述べると、第１回「ものづくり日本大

賞」において受賞した製品の中からは、㈱中野鉄

工所の自転車用タイヤ自動空気補充装置と㈱佐喜

眞義肢の関節装具ＣＢブレースも展示することに

なった。それぞれ、特別賞と経済産業大臣賞を受

賞している優れものである。 
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写真１ 無動力搬送台車と開発者の方々（日本機械工業

連合会製作の第１回「ものづくり日本大賞」の冊

子から転載） 

（２）企画展の計画と資料の借用 

無動力搬送台車をメインの展示と位置づけて

計画したら企画展が実現できるだろうとの見通し

が立った。まず、資料の大きさが適切である、次

に、体験展示にしたときに、電気エネルギーを使

わず大変シンプルな仕組みであり、見る人にとっ

て分かりやすいからだ。さらに、有名な茶運び人

形のからくり技術を応用していることも別な体験

展示にできる可能性があるからだ。ともかく、こ

の資料の借用の可否が問題である。2007 年 6月、

アイシン・エィ・ダブリュ㈱へ借用について連絡

をとった。博物館から連絡をもらったのは初めて

であり、検討して返事は後日ということになった。

翌 7月、借用については概ね了承であるという嬉

しい返事があった。但し、無動力搬送台車の貸出

については、80ｋｇのオートマチックトランスミ

ッションを運んでいるため安全面を考えるとその

まま展示することは難しい。代わりに実物同様の

仕掛けを備えた体験展示模型を作ることを考えて

いるとのことだった。技術・製品の特長を伝える

ためには、実物資料に勝るものは無いのでとても

残念だった。あきらめきれずに、その後も、失礼

を承知でお願いしてみたが結果的には実物資料の

借用は叶わなかった。来館者の安全を考えるとも

っともなことではある。 

2008 年 2月、正式な借用依頼をするためにアイ

シン・エィ・ダブリュ㈱を訪れた。無動力搬送台

車は先方ではドリームキャリーと呼ばれているが、

その動作している様子と第２回「ものづくり日本

大賞」優秀賞を受賞している超コンパクトカシメ

機の動作している様子も見ることができた。後日、

無動力搬送台車の撮影について了承をいただいた。 
体験展示模型の製作を考えているということだっ

たが、製作途中のものを見ることもできた。来月

 
写真２ 製作途中の体験展示模型（当館撮影） 

3 月に東京でこの完成品を展示する予定との情報

をいただいた。3月になり、日本科学未来館で「も

のづくり日本大賞」に関する展示会があったので、

その調査に行った。実際の動きや全体の大きさを

知りたかった。 

 

 
写真３ 完成した体験展示模型（当館撮影） 

 2008 年 7 月、無動力搬送台車の撮影と開発の

中心となった池田重晴氏へのインタビューを主な

目的として再びアイシン・エィ・ダブリュ㈱を訪

れた。会社として社会貢献を強化するという指針

が示されていたため、前回訪れたときにも増して

協力的に対応していただき、スムーズに目的を達
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成することができた。結局、借用できる資料は予

定を大きく上回り、ドリームキャリーの体験展示

模型 2種類と超コンパクトカシメ機の実物、茶運

び人形体験模型となった。9月下旬になり、資料

が搬入されたときには、超コンパクトカシメ機の

実物がＤＶＤ解説モニター付の体験展示模型にな

ったことだけ変更があった。 
（３）資料の展示の様子 
 展示を紹介する前にこの企画展のポスター（図

１）をご覧いただきたい。上部の人物が、アイシ 

 

図１ 広報用ポスター 

ン・エィ・ダブリュ㈱の池田重晴氏である。下部

の人物は、㈱マツダ自転車工場の松田志行氏であ

る。池田氏は無動力搬送台車の開発者だが、松田

氏は手づくり自転車の製作職人である。この自転

車についても以前から紹介したいと思っていた資

料の一つである。 
 それでは、10 月 4 日から開催した企画展での実

際の資料の展示の様子を写真と共に紹介する。 
写真４は、無動力搬送台車への夢と情熱の解説

パネルと映像資料で伝えるための展示。映像資料

は撮影した無動力搬送台車が動作している様子と

池田氏へのインタビューの動画である。最初の 1
分はドリームキャリーが 80ｋｇのオートマチッ

クトランスミッションを運んでバネの力で戻って

くる映像、残りは池田氏がドリームキャリー開発

への夢と情熱を語っている映像で合わせて約 8 分 

 
写真４ 解説パネルと映像資料 

に編集した。 
写真５は、借用した茶運び人形体験模型（右側）

と当館蔵の茶運び人形復元模型（左側）と茶運び

人形のからくり解説パネルの展示。体験模型はゼ

ンマイを巻いて湯飲みを置くと動き始め、畳の端

の少し手前で止まる。湯飲みを取って元に戻すと

再び動き始め、Ｕターンして最初の位置へ戻る。

この一連の動きを体験できる。復元模型は有名な

茶運び人形の本物を想像してもらうために一緒に

展示した。解説パネルは、茶運び人形のからくり

を無動力搬送台車へどのように応用しているかを

説明している。 

 
写真５ 茶運び人形体験模型と復元模型 

写真 6 は、体験用コンパクトカシメ機とその解

説ＤＶＤモニターの展示。円筒形の金属部品がカ

シメられて自動的に出てくるまでを上部のハンド

ルを回すことによって体験できる。安全上、部品

を実際にカシメることはせず、実際の動作の擬似

体験である。モニターはタッチパネル式になって

いてカシメ機の詳しい解説を見ることができる。 



千葉県立現代産業科学館研究報告第 15 号（2009.3） 

 - 4 -

写真６ 体験用コンパクトカシメ機 

写真７は、この企画展の実現に向けて踏み出し

ていくきっかけとなった無動力搬送台車（ドリー

ムキャリー）の体験用展示。写真の左にあるトラ

ンスミッションの模型を右から左に台車が運び、

電気エネルギーを使うことなくバネの力で戻って

くるという実際と同様の動きの体験ができる。も

ちろん、バネが縮んで元に戻る様子も見ることが

できてわかりやすい。 

 
写真７ 体験用ﾐﾆﾁｭｱﾄﾞﾘｰﾑｷｬﾘｰ（車輪式） 

写真 8 は、写真７とは別なタイプのドリームキ

ャリーの体験用展示。写真の中央にあるトランス

ミッションの模型を右から左へ運び、電気エネル

ギーを使うことなく錘の重力で伸びた腕が戻って

いくという体験ができる。左側に 2 つターンテー

ブルがあるが、やはり錘の力を利用して回転して

向きを変え、トランスミッションの模型を中央ま

で移動させるという体験もできる。 
以上が、無動力搬送台車と関連の展示の全てで

ある。たった一つの資料から始まり計画していく

うちに展示資料は何倍にもなっていた。「ものづく

り」製品の素晴らしさを分かりやすく伝えたいと 

 
写真８ 体験用ﾐﾆﾁｭｱﾄﾞﾘｰﾑｷｬﾘｰ（引き出し式） 

いう思いから、体験展示を多く取り入れ、開発者

へ「ものづくりへの夢と情熱」についてインタビ

ューもおこなった。解説パネルについては短く分

かりやすく、を心がけた。他の資料についてもで

きる限りこれと同様の考え方で計画をしていった。

企画展会場全体として、体験展示を多くしたため

運営体制として例年にない、体験展示要員を毎日

の運営に組み入れてもらった。例年、会場には 2
人の管理当番を置くが、今回は、来館者に展示体

験してもらうために、それにプラス 1 名の専門の

体験展示要員を設けたのだ。これらのことが来館

者にどのように反映されたかは次の評価で述べた

い。 
 

３ 企画展の評価 
この企画展の評価について考えてみたい。アン

ケート項目の「企画展はいかがでしたか」の結果

は、とても面白い：68%、面白い：30%、つまら

ない：0%、どちらともいえない：2%であった。 
企画展はいかがでしたか

とてもおも

しろい

68%

おもしろい

30%

どちらとも

いえない

2%
つまらない

0%

 
図２ 展示への満足度 
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図３ 展示への満足度 18,19 年度との比較 

この結果をどう解釈すればよいのか。とても面

白いが 68%という数値は、例年の企画展が 40%台

なのでかなり高く、来館者の満足度は高かったと

考えられる。昨年冬に開催して人気のあった企画

展プラネタリウム「星の降る夜」が 59%であった

のと比べてもそう言える。体験展示を数多く取り

入れると同時にその体験展示解説を実施したこと

がこのような評価になった主な理由として考えら

れる。開発者へインタビューした映像や工夫した

解説パネルも評価された理由だろう。 

アンケートのサンプル数が157と小さいので結

果を鵜呑みにはできないが、とても面白いが 60%
台という数値は今後の企画展の評価への一つの指

標と考えてよいだろう。 
 

４ おわりに 
資料調査を進めていく過程でお会いした方々

は皆協力的だった。利潤の追求よりも優れた「も

のづくり」への夢や情熱の方が勝っているように

感じた。それらの夢と情熱に導かれて今回の企画

展が実現できたのだとつくづく思う。 
 最後に、企画展現代発明物語「ものづくりへの

夢と情熱」を無事開催できたことは，関係企業や

関係機関の方々に無理を聞いていただいたお陰で

あると感謝の念を表し、この紙面を借りてお礼申

し上げたい。 

企画展の準備を進めている春夏頃はそんなこ

とが起こるとは夢にも思わなかったが、2008 年 9
月中旬の米国発金融危機により企画展が終わる頃

には、世の中は 100 年に一度と言われる未曾有の

世界同時不況に陥っていた。今回この企画展に関

係した会社がこの荒波の中でも生き残っていくこ

と、あるいはこれをチャンスにさらに発展してい

くこと、それを願ってやまない。 
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